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第
14
回
飛
驒
高
山
ヴ
ィ
ル

ト
ー
ゾ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

コ
ン
サ
ー
ト

　

飛
驒
高
山
ヴ
ィ
ル
ト
ー
ゾ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
は
、
飛
驒
に
縁
の
あ
る
超
一

流
の
演
奏
家
が
中
心
と
な
り
誕
生
し

た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
す
。
当
初
か
ら
指
揮
者
を
置

か
な
い
ス
タ
イ
ル
で
、
演
奏
家
の
魂

の
ぶ
つ
か
り
合
い
と
も
い
え
る
数
々

の
名
演
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
、
飛
驒
高
山
文
化
芸
術
祭

で
制
作
し
た
飛
驒
春
慶
弦
楽
器
４
挺

が
ス
テ
ー
ジ
に
華
を
添
え
ま
す
。

期
日

３
月
24
日
㈰

時
間

午
後
２
時
開
演

場
所

飛
驒
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン

　
　
　

 

タ
ー（
千
島
町
）

定
員

４
０
０
人

飛
驒
の
里
２
月
の
イ
ベ
ン
ト

節
分
祭

期
間

２
月
２
日
㈯
〜
３
日
㈰

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

冬
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

期
間

２
月
28
日
㈭
ま
で

焼
餅
・
漬
け
物
サ
ー
ビ
ス

期
間

２
月
中
の
土
日
祝
日

時
間

午
後
０
時
30
分
〜
３
時

          （
無
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所

飛
驒
の
里（
上
岡
本
町
１
）

※
市
民
の
方
は
市
内
在
住
が
確
認
で

　

き
る
も
の
を
窓
口
で
提
示
す
る
と

　

入
館
無
料
で
す
。

※
期
間
中
、
竹
ス
キ
ー
や
箱
ぞ
り
な

　

ど
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合

飛
驒
民
俗
村

　
　
　

 

☎
34‒

４
７
１
１

　
「
黒
部
五
郎
岳
」は
、
そ
の
名
が

示
す
よ
う
に
越
中
の
黒
部
川
の
源

流
域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
山
頂
の
南
側
が
高
山
市
、
北

西
部
が
飛
驒
市
そ
し
て
北
東
部
が

富
山
県
立
山
町
に
属
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る

黒
部
五
郎
と
い
う
名
称
は
、
な
ぜ

か
信
州
側
で
の
呼
称
で
す
。
五
郎

は
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
岩
場
に
ち
な

ん
で
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

な
お
富と

み

田た

禮い
や

彦ひ
こ

編
著「
斐
太
後

風
土
記
」の
中
に「
騎
鞍
嶽
山
脈
連

逮
」と
い
う
図
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

絵
に
は
、
乗
鞍
・
鎗
穂
高
・
笠
な

ど
の
左
側
に
中
俣
嶽
・
北
俣
嶽
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
俣
嶽

が
、
飛
驒
側
で
の
呼
称
な
の
で
す
。

五
万
分
の
一
地
形
図
に
も
黒
部
五

郎
岳（
中
ノ
俣
岳
）と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

ち
な
み
に
越
中
名
は「
鍋
山
」と

い
い
ま
す
。
こ
の
山
の
東
山
腹
に

氷
河
に
よ
っ
て
削
り
取
ら
れ
た

カ
ー
ル
が
鍋
の
よ
う
に
見
え
る
の

で
名
付
け
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
こ
黒
部
五
郎
岳
に
限
ら
ず
飛
驒

山
脈
に
は
カ
ー
ル
、
Ｕ
字
谷
な
ど

数
多
く
の
氷
河
地
形
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
も
有
名
で
す
。
最
終

氷
期（
ウ
ル
ム
氷
期
：
七
〜
一
万
年

前
）に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

さ
て
中
ノ
俣
岳
の
山
頂
部
分
は
、

手
取
層
と
い
う
礫
岩
、
砂
岩
と

い
っ
た
堆
積
岩
か
ら
で
き
て
い
ま

す
。
中
生
代
に
福
井
・
岐
阜
・
富

山
県
に
広
が
っ
て
い
た
手
取
湖（
海

と
繋
が
っ
た
時
代
あ
り
）の
堆
積
物

で
す
。
そ
の
一
部
は
国
府
町
の
荒

城
川
沿
い
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
そ

の
高
低
差
は
、
二
千
三
百
メ
ー
ト

ル
余
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
堆

積
し
た
の
は
、
少
な
く
と
も
〇
メ
ー

ト
ル
以
下
で
あ
り
、
中
ノ
俣
岳
は
、

飛
驒
山
脈
の
大
き
な
隆
起
の
物
語

を
今
に
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

（
飛
驒
地
学
研
究
会　

下
畑  

五
夫
）

黒
部
五
郎
岳（
中
ノ
俣
岳
）

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

ジ
オ
サ
イ
ト（
第
14
章
）

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会

☎
０
５
７
８‒

８
４‒

０
０
３
８

氷点下の森・氷祭りは2月9日㈯氷点下の森・氷祭りは2月9日㈯
問合先 飛驒あさひ観光協会 ☎55-3777問合先 飛驒あさひ観光協会 ☎55-3777

チ
ケ
ッ
ト 

指
定
席 

４
，０
０
０
円

          

自
由
席 

大
人
３
，０
０
０
円
、

          　
　
　

 

学
生
２
，０
０
０
円

販
売
場
所 

飛
驒
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン

　
　
　

 

タ
ー
、
市
民
文
化
会
館
、
コ

　
　
　

  

サ
カ
楽
器

問
合

飛
驒
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン

　
　
　

 

タ
ー

　
　
　

 

☎
37‒

６
１
１
１

西
村
英
久
六
段
ら
を
講
師
に

剣
道
講
習
会
を
開
催

　

今
年
度
の
子
ど
も
夢
創
造
事
業
は
、

全
日
本
選
手
権
優
勝
者
の
西に

し

村む
ら

英ひ
で

久ひ
さ

さ
ん（
熊
本
県
警
察
・
六
段
）を
は
じ
め
、

剣
道
界
を
牽
引
す
る
林は

や
し

田だ

匡き
ょ
う
へ
い平
さ
ん

（
福
井
県
教
職
員
・
五
段
）、
山や

ま

中な
か

駿し
ゅ
ん

さ
ん(

皇
居
警
察・五
段)

を
お
招
き
し
、

市
内
小
中
高
生
対
象
の
剣
道
講
習
会

を
開
催
し
ま
す(

参
加
募
集
終
了)

。

　

当
日
は
、
技
術
指
導
の
ほ
か
、
講

師
３
人
に
よ
る
剣
道
談
義
や
模
範
演

武
が
行
わ
れ
、
講
習
会
の
様
子
は
、

ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す(

事
前
申
込
不
要)

。

期
日

２
月
10
日
㈰

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
　

    （
予
定
）

場
所

ビ
ッ
グ
ア
リ
ー
ナ（
中
山
町
）

問
合

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　
　

 

☎
35-

３
１
５
７

冬冬ののイベント情報イベント情報
Information on Winter Events

スカイパークから見た黒部五郎岳（中ノ俣岳）

問
合


